
176 新潟医学会雑誌 第100巻 第3号 昭和61年3月

Nitroce丘n法73%,pH 法23%で あったが,本菌は典

型的な PCase産生型の菌である為 ABPCに80%耐性

を示し,CEPs剤は影響を受けないので高感受性を示し

a-Lactamase産生能は Nitroce丘n法100%,pH 法

22%であり,A-Lactamaseに安定と言われる CMZの

感受性が低 く,ABPC,PIPCの感受性に差がある事か

ら本菌の薬剤感受性と L3-Lactamase産生の関係は薄

く, 他の耐性機構によると思われる.Serratia･SPは

LMOX 以外の薬剤に低感受性を示し,L3-Lactamase

産生能は Nitrocefin法67%,pH 法50%であり本菌の

薬剤感受性の差は他の耐性機構が働いていると思われ

る.Proteusは Indole(+),(-)菌とも ABPC,CEZ

に低感受性を示し.他の薬剤には高感受性であった･

Indole(-)菌の L3-Lactamase産生能は Nitroce点n

法が検出率が高く,Indole(+)菌は誘導型である為,

誘導をかけない検査では Nitroce丘n法で22%と低率で

あった.

9)Cefotaxme(CTX),Cefmenoxime

(CMX),Latamoxef(LMOX)の静

脈内投与による髄液内濃度について

夢精 興砦 ●小林 啓志 (欝 是究賢)

関根 理 ･渡辺 京子 ( 同 内科)

脳血液関門がほぼ正常に機能していると考えられる術

後患者に CTX,CMX,LMOX を各々単独に点滴静注

にて授与し,各々の薬剤の髄液内の濃度を経時的に測定

した.症例は脳動脈癌手術-23例,脳梗塞頭蓋内外血管

吻合術-5例,小脳出血脳室 ドレナージ-2例,小脳膿

痴脳室 ドレナージー1例である.CTX と CMX は1

回 1.0gを8時間毎にそれぞれ,15例と9例に,LMOX

は1回 2.0gを12時間毎に7例に投与した.各薬剤の髄

液内濃度の平均最高値とその投与終了後からの時間は'

CTX:4.7±3.4jLg/ml,60分;CMX:1.0±0.9FLg/ml,

30分;LMOX:12.3±9.7J唱/ml,60分であった,なお,

全例に術後感染は認められなかった.これらの結果か

ら,3種の薬物の髄液内濃度は術後感染を予防する目的

を充分達し得るものと考えられるが,すでに頭蓋内感染

を生じている場合には,セフェム系薬剤から世代の特徴

を充分考慮して使用すべきであると考える.

10)当院小児科分離 A 群溶連菌感受性に
ついて

仁田原義之 (魚沼病院小児科〕

岩測 憲男 ･南雲 雪子 ( 同 検査室〕

A 群溶連菌は提紅熱をはじめ呼吸器感染,腎炎, リ

ウマチ熱など多彩な感染症状を星し,小児料簡域で最も

重要な起炎菌といえる.木簡はプ菌に比べ抗生剤に感受

性が高いが,近年 EM,TC,CPに耐性株が増加して

いると報告されている.S.58,S.59年の当院小児科分

離木蘭の型別と薬剤感受性を検討した.S.58年141株

中 T-4,65株,A-ll,43株が年間通して分離された.

T-12は5株のみであった. その他 T-1,6,13,22,28

等各数株であった.5.59年 119株中 T-1236株,T-13

33株と型の流行が変った.比較的狭い域でも短期間に流

行株が入れ潜っていることが伺えた.

薬剤感受性では,AB-PC,CEX の Eトラクタム系に

耐性はないと考えられた.EM に対LS.59年は T-12

に8枚,T-13に1株が (一)の耐性,T-12の2株が

(+)と12型の耐性が 多かった.CES系では CEX に

比べ CFTが阻止円直径より感受性が高いと考えられ

た.
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